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【 九州南部１か月予報 】
向こう 1 か月の気温、降水量及び日照時間の各階級の予想される確率は次の
通りです。

【 確 率（％）】

要素 予報対象地域 低い 平年並 高い
（少ない） （多い）

気温 九州南部 40 40 20

降水量 九州南部 30 40 30

日照時間 九州南部 30 40 30

【 概 要 】
平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
向こう１か月の平均気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。

<1 週目の予報> ２月 ４日（土）～ ２月 １０日（金）
天気は、４日と期間の後半は東シナ海側では寒気の影響で雲が広がりやすく、
太平洋側では晴れる日が多いでしょう。その他の日は気圧の谷の影響で曇りや
雨となるでしょう。（詳しくは週間天気予報をご利用ください。）
気温は、低い確率５０％です。
<2 週目の予報> ２月１１日（土）～ ２月１７日（金）
天気は、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
<3 週目から 4 週目の予報> ２月１８日（土）～ ３月 ２日（金）
天気は、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。
気温は、平年並または低い確率ともに４０％です。
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普通作物

◆早期水稲

昨 年 同 様 降 水 量 が 少 な い た め 、 場 所 に よ っ て は 田 植 え が

で き ず 育 苗 期 間 が 長 く な る こ と も 予 想 さ れ ま す の で 、 基 本 管

理 を し っ か り 行 い 、 苗 の 徒 長 や 病 害 発 生 に 十 分 注 意 し ま し ょ

う 。

１ 播種 ま での管理

種 子 消 毒 の 際 、 種 籾 に 気 泡 が 付 い て い る と 、 消 毒 効 果 が

低 下 し ま す 。 消 毒 液 に 種 籾 を 浸 す と き は、 籾 袋 を 細 か く 揺 す

り な が ら 気 泡 が 付 か な い よ う に 沈 め ま す 。 そ の 後 、 催 芽 を 揃

え る ため水温 ２ ０ 度 以下で十分な浸種期間を確保 し ます。

浸 種 期 間 の 目 安 と し て 、 水 温 １ ０ 度 で １ ０ 日 間 、 １ ５ 度 で は ７

日 間 程 度 と し 、 ２ ０ 度 を 上 回 る 水 温 で は 、 発 芽 ム ラ 等 を 助 長

し ま す の で 注 意 し ま し ょ う 。 な お 、 浸 種 期 間 中は ２ ～ ３ 日 に １

回 水の入れ替えを行い ます。

浸 種 後 は 、 ３ ０ ～ ３ ２ 度 の 温 湯 で ２ ４ 時 間 浸 種 し 、 わ ず か に

芽がのぞ く 程度（ハ ト胸状態）に催芽 し播種 し ま し ょ う 。

２ 播種

厚播 きは 徒 長苗 に な り や す い の で 禁 物 で す 。 育苗 箱 に ２ ㌢

の 深 さ で 床 土 を 入 れ 、 稚 苗 の 場 合 は 催 芽 籾 で １ ８ ０ ㌘ 程 度 均

一 に 播 種 し 、 ｢苗 立 ち 枯 れ 病 ｣等 の 防 除 を 兼 ね て 、 指 定 さ れ

た倍率で薬剤をかん水 し、籾が隠れる程度に覆土 し ます。

３ 播種後の育苗管理

播 種 後 は 、 ２ ８ ～ ３ ０ 度 を 保 ち ２ 日 ほ ど で 出 芽 を 揃 え ま す。

こ の 時 に ３ ２ 度 を 越 え る と リ ゾ ー プ ス 菌 （ ク モ ノ ス カ ビ ） が 発

生 しやす く な り ま すので注意 し ま し ょ う 。

出 芽 長が 、 ５ ～ １ ０ ㍉ 程 度 に 揃 っ た ら 緑 化 に 移 し 遮 光 し ま す。

こ の 期 間 に 高 温 に よ る 苗 の 徒 長 や急 激 な温 度 低 下 に よ る ム レ

苗 及 び 苗 立 ち 枯 れ が 発 生 し ま す の で 、 か ん 水 は 午 前 中 に 行

い 、温度は昼間は ２ ５ 度 以 下 に 、夜間は １ ５ 度 以 上保つ よ う 管

理 し ま し ょ う 。

４ 追肥

中 苗 や 成 苗 は 、 播 種 後 ２ ０ 日 目 と ３ ０ 日 目 頃 に 液 肥 を 施 用

し ま す 。 液 肥 は 硫 安 の 場 合 、 １ 回 １ 箱 当 り ３ ㌘ を ５ ０ ０ ㍉ ㍑ の

水 に 溶 か し て 散 布 し ま す 。 こ れ で チ ッ 素 成 分 で 一 箱 ０ ． ６ ㌘
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に な り ま す 。 液 肥 を 散 布 し た 後 は 、 か ん 水 し て 葉 焼 け を 防 ぎ

ます。

◆麦類

１ 踏圧 （ 麦 踏み ）

降 水 量 が 少 な い こ と 等 で 、 葉 齢 の 進 み や 茎 数 確 保 な ど 生

育 は遅れ てい ま す。分げつの促進 を図 る た め、踏圧 を ２ 月 中

旬 まで に行い ま し ょ う 。

２ 土 寄せ

条 播 き の 場 合 は 、 分げ つ 調 整 と 雑 草 防 除 の た め 土 寄 せ を

実施 し ま し ょ う 。

３ 排水対策

麦 は 、 湿 害 に 弱 い 作 物 で す 。 特 に 全 面 全 層 播 栽 培 （ば ら

播 き ） な ど で は 、 ３ ㍍ 間 隔 で 作 溝 を 行 い 排 水 対 策 に 努 め ま し

ょ う 。

４ 追肥

穂肥 に つ い て は、 ２ 月 中旬 ま で に １ ０ ㌃ 当 た り 窒 素成分 で ２ ．

５ ㌔ 、加里で ２ ㌔程度施用 し ま し ょ う 。

（ 鎌田 博人）

施設野菜

◆共通事項

中 旬 ま で は 気 温 が 低 く 、 日 射 量 も 少 な い た め 、 午 前 中 の

温 度 確 保 と 、 内 張 カー テ ン の 開 放 に よ る 光 線 確 保 に よ り 光 合

成 を 促 進 し ま す が 、 下 旬 に な る と 、 日 射 量 も 徐 々 に 多 く な り 、

最 低 気 温 も １ ０ 度 以 上 と な る 日 も 出 て き ま す 。 加 温 機 の 稼 働

時 間 も 短 く な り 、 ハ ウ ス 内 湿 度 の 上 昇 に伴 う 病 害 の 発生が多

く な り ま す の で 、 夜 温 の 高 い 日は 内張 カ ー テ ン の 調 節 に よ り 、

適度に加温機が稼働する よ う に し ま す。

ま た 、 収 穫 ま で の 日 数 も 短 く な り 、 着 果 量 も 増 え て き ま す

の で 、 追 肥 と か ん 水 量 を 増 や し て い き ま す が 、 １ 回 の 量 を 増

や さ ず 、 か ん 水 間 隔 を短 く す る な ど 、 極 端 に 栽 培 環 境 を 変 え

ない よ う、 こ ま めな管理を心掛け ま し ょ う 。
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◆ き ゅ う り

ハ ウ ス 内 の 温 度 管 理 は 、 午 前 中 ２ ８ ～ ３ ０ 度 、 午 後 ２ ３ ～ ２

５ 度 、夜間 １ ２ ～ １ ４ 度 と し ま す。

促 成の つ る 下 ろ し 栽培 では 、 ｢芯 止 ま り ｣に な り や す い の で、

開 花 や 収 穫 果 の 位 置 （ 生 長 点 か ら ３ ～ ４ 節 目 で 開 花 、 １ ０ 節

前 後 で 収 穫 で き る の が 理 想 ） に 注 意 し ま す 。 開 花 節 位 が 上

が っ た 場 合 に は 、 強 め の 摘 果 を 行 う と と も に か ん 水 量 を 増 や

し て、草勢維持に努めます。

◆ ピー マ ン

受 光 態 勢 を よ く す る た め 下 位 節 の 徒 長 枝 を 摘 除 す る と と も

に 、 中 位 節 以 降 の側 枝が伸び た も の は ２ ～ ３ 節 で 摘 心 し 、 下

位 節 ま で 光が 当 た る よ う に し ま す 。 ハ ウ ス 内 の 温 度は 、午前

中 ２ ８ 度 、 午 後 は 徐 々 に 温 度 を 下 げ 夕 方 ２ ５ 度 、 夜 間 １ ８ 度 と

し ま す。

◆ ト マ ト

果 実 肥 大 と 着 色 促 進 及 び 食 味 向 上 の た め に は 、 日 射 量 の

確 保 と 葉数 確保が必要 と な り ま す の で、 日中の内張 カー テ ン

の 開 放 と １ ５ ～ １ ８ 枚 程 度 の 葉 を 確 保 し ま す 。 下 旬 以降は、着

色 ま で の 日 数 も 徐 々 に 短 く な り 、 着 果 数 も 増 え て く る た め、

かん水量を増や し て草勢維持に努めま す。

◆いち ご

い ち ごは、曇天が続 く と 成 熟 に 要 す る温度が確保 で き ず、

成 熟 期 間 が 長 く な り 、 裂 果 等 の 品 質 低 下 が 懸 念 さ れ ま す。

ハ ウ ス 内 の 温 度 は 、 午 前 中 ２ ５ ～ ２ ８ 度 、 午 後 ２ ０ ～ ２ ５ 度 、

夜間 ５ ～ ８ 度 と し ま す。

曇 天 が 続 き 、 日 中 温 度 が 上 が ら な い 場 合 に は 、 着 色 促 進

の た め 夜 温 を や や 高 め に 管 理 し ま す が 、 ８ 度 を 上 限 と し ま す。

ま た、大 玉果、食 味向上の た め １ 株 当 た り １ ０ 果 前 後 に 摘果 し

ます。

（郡司 孝幸）
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葉茎根菜類・いも類

◆ ト ン ネル内の適正な温度管理

気 温 が 低 い 時 期 な の で ト ン ネ ル 栽 培 で は 温 度 確 保 に 努 め

ま す が 、 晴 天 日 の 日 中 は 高 温 に な り 、 換 気 の 必 要 な 場 合 が

あ り ま す 。 レ タ ス や ス イ ー ト コ ー ン 、 か ん し ょ 、 ニ ン ジ ン 等 ト

ン ネ ル栽 培 に つい て は開閉 管理 を徹底 し 適 温管理 に努 め ま し

ょ う 。

◆ス イー ト コ ー ン

大 型 、 小 型 ト ン ネ ル 栽 培 の 播 種 適 期 と な り ま す 。 ス イ ー ト

コ ー ン は発芽 と 生育の適温域が大 き く 異 な る 品目 です。発芽

は ３ ０ ～ ３ ５ 度 で 管 理 す る こ と に な り ま す 。 発 芽 後 は ２ ２ ～ ３ ０

度 を 目途 に換気し ます。

◆ レ タ ス

生育適温は １ ５ 度 ～ ２ ０ 度 で す 。高 温管理は葉が よ じれ た り

変 形 球 に な り や す く 、 寒 害 を 受 け や す く な り ま す の で 、 日 中

は充分な換気を行 って く だ さ い。

◆食用かん し ょ

今月 か ら 来 月 に か け て ト ン ネ ル 栽 培 の挿 苗 時 期 と な り ま す。

採 苗 前 は 外 気 温 に な ら し な が ら 適 温 で 管 理 し 、 苗 の 徒 長 を

防 ぎ ま す 。 採 苗 は 挿 苗 予 定 の 数 日 前 の 午 後 に 行 い ま す 。 ま

た 、 挿 苗 時 に は 充 分 な 地 温 が 確 保 さ れ て い る 状 態 が 理 想 で

す の で 、 ト ン ネ ル は 前 日 か ら 密 閉 し 地 温 確 保 （ １ ８ 度 以 上 ）

に 努 め ま す 。 条 件 が 悪 い ほ ど 活 着 が 遅 れ 、 塊 根 の 着 生 数 が

減 り や す く な る の で 、適 正 な管 理 を 行い 初期 生育 を促 し ま す。

◆ さ と い も

早 生 種 の 定 植 期 に な り ま す 。 連 作 障 害 が 出 や す い の で 連

作は避け ま す。 ま た、栽培ほ場はセ ン チ ュ ウ 消毒 を行 い ま す。

健 全な種 芋（ ３ ０ ～ ５ ０ ㌘ 程 度） を 選別 し 、 セ ン チ ュ ウ や乾腐

病の消毒を行 って定植 し ま す。

◆畦立て マルチについて

こ れ か ら 播 種 ・ 植 付 け す る 品 目 の 発 芽 ・ 活 着 促 進 は 、 地
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温 と 土 壌 水 分 を 確 保 す る こ と が 大 切 で す 。 マ ル チ ン グ す る 時

は 、ほ 場の 土 を片 手 で 握 っ て み て 団子 に な る 程度 を 目安 と し

ま す 。 逆 に 手 が 濡 れ る よ う な ら 過 剰 で す の で 適 湿 に な る の を

待 っ て耕起 し ます。

（ 河野 健次郎）

果樹

１ 常 緑果樹

◆完熟 きんかん

完 熟 き ん か ん の 出 荷 が 最 盛 期 を 迎 え ま す 。 こ れ か ら は 暖

か く な り 、 過 熟 や ウ ル ミ 果 の 発 生が 懸 念 さ れ ま す の で 、 ハ ウ

ス 内 の 温 度 管 理 に 気 を 付 け ま し ょ う 。 昼 間 は １ ０ ～ １ ５ 度 を 保

ち、夜間は凍害に遭わない よ う に 注意 し ま し ょ う 。

収 穫 は 、 果 実 の 着 色 程 度 や 熟 度 に 合 わ せ た 収 穫 を 行 い ま

し ょ う 。 ま た 、 き ん か んの 果実は衝撃 に弱 い の で 、 収 穫・ 選

果・選別は丁寧に行い ま し ょ う 。

◆マ ン ゴー

赤 い 色 の 割 合 が 多 い ほ ど 、 高 品 質 の 果 実 と さ れ 、 大 玉 ほ

ど 高 単 価 で 取 引 さ れ ま す 。 こ の た め に 重 要 と な る のが、 早期

摘 果 と 幼 果 期 か ら の 日 照 確 保 で す 。 今 年 は 、 花 芽 分 化 が 不

十 分 な た め 、 結 果 に ば ら つ き の あ る 園 地 が 見 ら れ ま す 。 摘

果 の 際 は 、 極 端 な 早 期 摘 果 を 避 け 、 果 実 の 縦 径 が ３ ㌢ 程 度

に な っ た の を 確 認 し て か ら ら 行 い ま し ょ う 。 そ の 後 は 、 果 実

を 吊 り 上げ て 、光が十分 に当 た る よ う に し ま し ょ う 。 果実が ５

㌢ 程 度 に な っ た ら 、 結 果枝 ２ ～ ３ 本 当 た り １ 果 に 結 果数 を 調整

し ま し ょ う 。

ま た 、 開花 直 後 の アザ ミ ウ マ 類 の発 生は果実品質 を大 き く

低 下 さ せ ま す 。 発 生 に注 意 し 、 ハ チ を 出 し た後 は す ぐ に 防 除

を 実 施 し ま し ょ う 。 毎 年 カ イ ガ ラ ム シ の 発 生 が 見 ら れ る 園 で

は発生に注意 し、早めに防除を行い ま し ょ う 。

２ 果 樹園共通

◆土壌改良

果 樹 栽 培 に お い て 高 品 質 と 高 収 量 を 得 る た め に は 、 土 壌

の 通 気 性 と 排 水 性 の 確 保 が 重 要 で す 。 た い 肥 や 稲 ワ ラ な ど

の 有 機 物 を 施 用 し 、 土 壌 改 良 を 行 い ま し ょ う 。 ま た 、 土 壌 の
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酸 性 化 や 塩 基 バ ラ ン ス の 崩 れ は 、 養 分 の 吸 収 や 根 の 生 育 を

阻 害 し ま す 。 土 壌 診 断 を 行 い 、 石 灰 ・ 苦 土 資 材 を 適 正 に 施

用 し ま し ょ う 。

（山口 和典）

花き

◆電照ギ ク

２ ～ ３ 月 出 荷 の 作 型 は 最 も 暖 房 コ ス ト が か か り ま す 。 そ れ

ぞれ の 品種 、系 統 に 適 し た 温 度 管 理 で コ ス ト 削 減 に 努 め て く

だ さ い 。 低 温 が 続 い て い ま す の で 、 低 温 開 花 性 で な い 品 種

は昼夜温の確保 に特 に 注意 し て く だ さ い 。施設の多層被覆 に

よ り ハ ウ ス 内 の 湿 度 が 高 ま る 時 間 帯 が 長 く な り ま す 。 換 気 に

よ る 除 湿 や 定 期 的 な 予 防 散 布 な ど を 行 い 、 病 害 防 除 に 努 め

て く だ さ い。「神馬 ２ 号 」、「神馬 ６ ６ -４ 」 の ３ ～ ４ 月 出荷作

型 の 再 電 照 開 始 は 総苞 り ん 片 形 成 後 期 か ら ３ ～ ４ 日 間 実 施 し

ま す 。 開 始 時 期 の 決 定 は 、 最 寄 り の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー

や Ｊ Ａ に 相 談 し 、 「 花 芽 分 化 の 調 査 検 鏡 」 を 行 っ た 上 で 決 定

し て く だ さ い。

◆ス イー ト ピ ー

１ ２ 月 以 降 、 晴 天 が 続 い て お り 、 安 定 し て 出 荷 し た ほ 場 で

は 草 勢 の 低 下が 心 配 さ れ ま す 。 タ イ ミ ン グ を 逃 さ ず 草 勢 に 応

じ た か ん 水 及 び施肥 管理 を 行 っ て く だ さ い 。 液 肥 を 施 用 す る

場 合 は 濃 度 の 高 い 液 肥 は 根 に 障 害 を 起 こ し ま す の で 、 低 い

濃 度 で 使 用 し て く だ さ い 。 「 花 シ ミ 」 も 発 生 し や す い 条 件 に

な っ て き ま す の で 、換 気 に努め る ほか、 循環扇等で ハ ウ ス 内

の 空 気 を 動か し て 水 滴 の 付 着 を防 ぐ な ど 「 花 シ ミ 」 の軽 減 を

図 っ て く だ さ い 。 ま た 、 定 期 的 な 生 物 農 薬 の ダ ク ト 散 布 も 灰

色かび病対策に有効です。

◆ホオズキ

７ 月 出 荷 は ２ 月 上 旬 ま で の 植 え 付 け 、 ８ 月 出 荷 は 中 旬 か ら

の 植 え 付 け に な り ま す 。 土 壌 消 毒 を 必 ず 実 施 し 、 ネ コ ブ セ ン

チ ュ ウ や 白 絹 病 な ど ほ 場 に 持 ち 込 ま な い よ う 、 十 分 に 注 意 し

て ラ ン ナ ー の 選 別 ・ 調 整 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て ラ ン ナ ー を 消

毒 し て く だ さ い 。 萌 芽 時 に は 、 ほ 場 を こ ま め に 巡 回 し 、 マ ル

チ に穴 を開け、成長点の焼けを防いで く だ さ い。
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◆デル フ ィ ニ ウム

沿 海 地 域 で は ２ 番 花 の 収 穫 期 か ら ３ 番 花 の 萌 芽 期 に な り ま

す 。 ボ リ ュ ー ム を 確保 す る た め 、 適正 な仕 立 て 本数 に整 枝 し

て く だ さ い 。 中 山 間 地 域 の ロ ゼ ッ ト 打 破 作 型 で は ２ 番 花 の 発

蕾 か ら 花 穂 伸 長 期 に な り ま す 。 極 端 な低 温 管 理 を 行 う と 需 要

期 の ３ 月 の 出 荷 に 間 に 合 わ な く な り ま す の で 、 成 長 に 応 じ た

適正な温度管理を行 って く だ さ い。

◆ ト ル コ ギキ ョ ウ

特 に 八 重 系 の ブ ラ ス チ ン グ や 成 長 点 の 障 害 が 心 配 さ れ ま

す 。 適 正 な 温 度 管 理 に 加 え 、 不 要 枝 、 蕾 の 摘 除 、 カ ル シ ウ

ム剤等の葉面散布で発生の軽減を図 って く だ さ い。

◆ ラ ナ ンキ ュ ラ ス

１ 月 後 半 か ら 収 穫 量 が 増加 し て い ま す の で 、 草 勢が 低下 し

な い よ う に １ ５ ０ ｐ ｐ ｍ 程度の濃度の液肥 を適宜施用 し て く だ さ

い。

（中村 広）

畜産・飼料作物

今 月 は 「 家 畜 防 疫 強 化 月間 」 で す 。 こ の 時 期は 空気 が 乾

燥 し 、 様 々 な ウ イ ル ス や 細 菌 が 活 発 に 動 く よ う に な り ま す。

ま た 家 畜 が 寒 冷 ス ト レ ス を 受 け る た め 、 病 気 が 発 生 し や す く

な り ま す 。 農 場 に 病 気 を 侵 入 さ せ な い こ と が 大 切 で す の で、

車 両 、 人 及び物の 出入 り に は 注 意 を 払 う と と も に 、消 毒 槽の

適正管理など日常の衛生管理に努め ま し ょ う 。

◆鳥 イ ン フル エ ンザ対策

昨 年 、 本 県 で 発 生 し た 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 被 害

は 記憶 に 新 し い と こ ろ で す 。 ア ジ ア 諸 国 に お い て は 発 生が 続

い て お り 、 い つ 国 内 に 侵 入 し て も お か し く な い 状 況 に あ り ま

す 。 鶏 舎 や農 場 内 の 石 灰 消 毒は も と よ り 、 以 下 の こ と に も 十

分 注 意 し て く だ さ い 。 ① 長 靴は 鶏舎 ご と に 履 き 替 え る 。 ② 防

鳥 ネ ッ ト は ２ ㌢ 以 下 の 網 目 に し 、 野 鳥 や野 生 動 物 の 侵 入 を 防

ぐ 。 ③ 鶏 舎 の 壁 や 穴 は コ ン パ ネ な ど で 補 修 す る 。 ④ 殺 鼠 剤

や粘 着 シー ト を 使 い ネ ズ ミ を 駆 除 す る 。⑤ 家禽 の飲 み水は塩

素剤等で消毒す る。



­ 8 ­

◆口蹄疫対策

中 国 や 台 湾 で は 口 蹄 疫 の 発 生 が 続 い て い ま す 。 今 一 度、

家畜防疫の徹底 を行い ま し ょ う 。口蹄疫の症状は元気消失、

食 欲 減 退 、 著 し い よ だ れ ・ 鼻 水 、 口 腔 や 蹄 、 乳 房 等 の 水 疱

な ど で す 。 口 蹄 疫 は 空 気 感 染 し 伝 播 性 が 非 常 に 強 い た め、

異 常 が 見 ら れ た ら す ぐ 獣 医 師 に 相 談 し ま し ょ う 。 防 疫 対 策 と

し て 以 下 の こ と を 徹 底 し ま し ょ う 。 ① 農 場 専 用 の 衣 服 、 長 靴

を 使 用 す る 。 ② 踏 み 込 み 消 毒 槽 を 常 に 設 置 し 、 汚 れ た ら 消

毒 液 を 交 換 す る 。 農 場 の 出 入 り の 際 に は 必 ず 消 毒 を す る。

（家畜の集 ま る 場所 に行 っ た場合は特 に念入 り に）③関係者

以 外 は 農 場 に 入 れ な い 。 ④ 導 入 し た 家 畜 は し ば ら く の 間 は

他 の 家 畜 か ら 離 し 観 察 す る 。 ⑤ 日 々 の 家 畜 の 観 察 を 十 分 行

う 。

家 畜 は 大 事 な 財 産 で す 。 自 分 の 財 産 は 自 分 で 守 る と い う

こ と を 念頭 に、家畜防疫対策に万全を期 し ま し ょ う 。

来 月 に な り ま す と 、 ト ウ モ ロ コ シ 等 の 春 夏 飼 料 作 物 の 作 付

けが 始 ま り ま す 。 輸 入飼 料 の価 格は今後 も 高 止 ま り が 予 想 さ

れ る た め 、 経 営 の 安 定 化 の た め に も 、 自 給 飼 料 の 確 保 に 努

め ま し ょ う 。 昨 年 、 収 量が 少 な か っ た ほ 場 や リ ン 酸 含 量が 少

な い ほ 場 に つ い て は 、 事 前 に 土 壌 診 断 を 実 施 し 適 切 な 施 肥

ができ る よ う に し ま し ょ う 。

（須﨑 哲也）

特用作物

◆茶

１ 春肥の施用

春 肥 は 一 番 茶 を は じ め 、 二 ・ 三 番 茶 の 収 量 品 質 の 向 上 に

大 切 な 肥 料 で 、 ２ 月 中 旬 ～ ３ 月 上 旬 を 目 安 に 施 用 し ま す 。

肥料は地区の基準に準 じ、 うね間全面に幅広 く 散布 し ま す。

施肥後は根を傷めない程度に、軽 く 攪拌 し ま し ょ う 。

２ 春の整枝

春 整枝 時期は 平 均気 温 １ ０ 度 が 目 安 で す 。 平 坦 地 では ２ 月

下 旬、 山間 地では ３ 月 上 ～中旬 頃 を目安 に、 葉層 を ８ ㌢ 確保

し た 上 で 、 最 終 摘 採 位 置 か ら ３ ～ ５ ㌢ の 高 さ で 行 い ま す 。 整

枝 直 後は 急激 な 低 温 に 当 て な い よ う 注 意 し て く だ さ い 。 秋 整
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枝 し た 園 で は 越 冬 芽 に か か ら な い 高 さ で 丁 寧 に 整 枝 し て く だ

さ い。ま た、萌芽 １ ５ 日 前か らは防霜対策が必要です。

摘 採 期 の 集 中 を 避 け る た め 、 品 種 の 早 晩 の 他 、 地 域 の 微

気 象 や 秋 ・ 春 整 枝 の 早 晩 性 等 を 考 慮 し て 、 整 枝 時 期 を 調 整

し、適期摘採を心掛けて く だ さ い。

３ カ ン ザ ワハダ ニの防除 と機械の点検 ・ 整備

カ ン ザ ワ ハ ダ ニ の 防 除 時 期 は 、 産 卵 開 始 時 期 の ２ 月 下 旬

～ ３ 月上旬頃の春整枝後にな り ま す。

地 区 の 暦 に 準 じ 、 裾 部 や 葉 裏 に 十 分 か か る よ う 散 布 し て く だ

さ い。

ま た 、 異 物 混 入 防 止 や 品 質 向 上 の た め 、 茶 工 場 内 の 清 掃

を 行 う と と も に 、 防 霜 施 設 や 製 茶 機 械 の 事 前 点 検 ・ 整 備 ・

調整を早めに実施 し ま し ょ う 。

（岩切 健二）

◆ しいたけ

１ 植菌 と仮伏せ

植菌時期が遅れ る と 害菌の付着が多 く な り ま す の で、暖地

では遅 く と も ２ 月 下旬 まで には終わ らせ ま し ょ う 。

仮 伏 せ は 、 植 菌 し た 種 駒 の 乾 燥 を 防 ぎ 初 期 活 着 を 促 進 す

る 作業 で 、 シ イ タ ケ 菌 糸の活着 に必 要な温度 と 湿度 を保 つ必

要が あ り ま す 。仮伏せには、排水や日当 た り の 良 い場所 に縦

囲 い す る 方 法 と 、 地 際 か ら ４ ０ ㌢ 以 下 の 高 さ に 横 積 み す る 方

法 とがあ り 、 本県 で は横積法が多 く 使 われ てい ま す 。 それぞ

れ ほ だ 木 の 周 囲 を 笠 木 や 遮 光 ネ ッ ト 等 で 風 が 当 た ら な い よ う

に 被 覆 し 、 上 面 は 雨 が 良 く 通 り 、 か つ 日 陰 が で き る よ う に し

て保温・保湿を図 り ま し ょ う 。

２ 寒子づ く り

袋 掛 け や ビ ニ ー ル 被 覆 を 行 い 、 保 温 ・ 保 湿 を 図 り 、 良 質

なシ イ タ ケの生産に努め ま し ょ う 。

３ 採取

発生 し た シ イ タ ケ は、 目標 の品柄 に応 じ て若干 早め に採取

す る な ど 、 品 質 の 向 上 に 努 め ま す 。 特 に ほ だ 木 の 表 面 を 傷

め な い よ う に 、 し か も ヒ ダ に 触 れ な い よ う に 丁 寧 に 採 取 し ま

し ょ う 。

採 取 後は 速 やか に 乾 燥 し 、 湿 気が入 ら な い よ う に ポ リ 袋 な
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ど で 密封 し、箱に入れて冷暗所で貯蔵 し ま し ょ う 。

（田中 貴司）

◆葉たば こ

今 月 は 、 仮 植 と 苗 床 管 理 が 主 な 作 業 と な り ま す 。 苗 の 良

否 が 、 本 畑 以 降 の 生 育 に 大 き く 影 響 し ま す 。 健 苗 育 成 に 努

め ま し ょ う 。

①苗床肥土は排水・通気性の良い完熟の物 を使用 し ま し ょ

う 。

苗 の仮植は葉数 ５ 枚 苗 （米粒大 ま で） を 使用 し 、か ん水

は 、 根 が 活 着 す る ま で は 床 面 が 乾 燥 し す ぎ な い 程 度 に

行い ま し ょ う 。

活 着 後 は 、 夕 方 に 床 面 が 少 し 乾 く 程 度 に か ん 水 し、

か ん 水 過 多 に よ る 病 害 や根 腐れ に 注意 し ま す 。 ハ ウ ス 内

は 、 高 温 に な ら な い よ う 、 ２ ０ ～ ２ ５ 度 を 目 安 に 換 気 を 行

ま し ょ う 。

本 畑 移 植 ７ ～ １ ０ 日 前 か ら は 、 順 化 の た め に 苗 の 生 育

に応 じ て換気 とかん水制限を行い ま し ょ う 。

② 畦 立 は 、 練 畦 防 止 の た め 土 壌 水 分 に 注 意 し て 行 な い ま

し ょ う 。 ま た 、 根 張 り 促 進 の た め の 地 積 確 保 と 排 水 対 策

も含めて ３ ０ ㌢以上の高畦に し ま し ょ う 。

被 覆 は 早 作 早 進 の た め 透 明 マ ル チ を 原 則 と し 、 Ｐ Ｖ Ｙ

対 策 等 、 必 要 に 応 じ て シ ル バー マ ル チ 等 を 活 用 し ま し ょ

う 。

③ 春 消 毒 や 苗 床 で の 農 薬 使 用 は 、 使 用 基 準 に 沿 っ て 最 善

の注意をは ら い ま し ょ う 。

(中 矢 恭輔 )

内容の詳細について

２月の天候と農作業の詳細内容について。執筆は県営農支援課及び環境森

林課、日本たばこ産業南九州原料本部が担当しています。各作物の病害虫

の防除対策、気象災害の事前事後対策等の詳細は最寄りの支庁・農林振興

局（農業改良普及センター）へ

「今月の天候と農作業」はホームページにも掲載しています。

（http://mawi.sakura.ne.jp/）



­ 11 ­

なになに農業アラカルト

「 活 躍 し て い ます！農村女性ア ドバ イザー 」

●宮崎県農村女性ア ドバ イザーについて

宮 崎 県 で は 、 農 業 ・ 農 村 の 重 要 な 担 い 手 で あ る 女 性 農 業

者 の 経 営 参 画 や 社 会 参 画 を 促 進 す る た め 、 女 性 農 業 者 の リ

ーダー育成・支援を行 ってい ます。

平成 ５ 年 度 か ら 設置 し た「農 村女性指導 士」認定 制度 に よ

り 、 こ れ ま で に 、 延 べ ７ ７ ２ 名 （ 実 認 定 数 累 計 ４ ８ ９ 名 ） を リ

ーダー と し て知事認定 し てい ます。

平 成 ２ １ 年 度 か ら は 「 農 村 女 性 ア ド バ イ ザ ー 」 に 名 称 を 変

更 し 、 役 割 等 を 見 直 し ま し た 。 現 在 、 第 ６ 期 目 の 認 定 と な る

９ ９ 名が県内で積極的に活動 されてい ます。

●農村女性ア ド バ イザーの役割

① 家 族 経 営 協 定 や 農 業 経 営 改 善 計 画 の 共 同 申 請 等 の 経 営

参画の推進

②地域農政の方針決定等の社会参画の推進

③農業後継者を含む新規就農者の育成・支援

④集落営農の経営多角化やむ らづ く り 活動等の推進

⑤その他農村女性に関す る活動促進

●農村女性ア ド バ イザーに よ る次世代担い手の育成

農 業後 継者 の 中 で も 若 手 女 性 農 業 者 の 場 合は 、非農 家出

身 で 、 農 家 の 後 継 者 と の 結 婚 後 に 初 め て 農 業 ・ 農 家 に 関 わ

る ケ ー ス が 多 く 、 さ ら に 各 個 人 に よ り 就 農 時 期 が 様 々 で あ る

ため、地域内で確認 し に く い存在です。

そ こ で 、 近 年 、 農 村 女 性 ア ド バ イ ザ ー は 関 係 機 関 等 と 連

携 し 、 そ の よ う な 若手女性農業者への支援活動 を増や し て い

ます。

例 え ば 、 若 手 女 性 農 業 者 の 実 態 や ニ ー ズ の 調 査 を 行 っ た

り 、 自 ら の 経 験 を ふ ま え た 学修 カ リ キ ュ ラ ム を 作成 し セ ミ ナ ー

を開催す る等、様々な内容に取 り組んでい ます。

時 に は 、 楽 し く 和 や か な 雰 囲 気 づ く り の た め 、 手 作 り 料 理 に

よ る ラ ン チ ・ ミ ー テ ィ ン グ形式 を 取 り 入れ る な ど 女性な ら では

の工夫 もみ られ ま す。

若手 女性 農業者 に と っ て 、 農村 女性 ア ド バ イ ザーな ど の身
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近 な 先 輩 か ら の 参 加 勧 誘 は 意 欲 を 高 め や す く 、 農 家 経 営 に

関す る経験談や助言 も理解しやす く 効果的な よ う で す。

農村女性 ア ド バ イ ザーは、 こ の 他 に も 多様な地域活動 を実

施 し て お り 、 今後 も充実 し た活動実践が期待 さ れて い ま すが、

周 囲 の バ ッ ク ア ッ プ が 不 可 欠 で す の で 、 御 協 力 を よ ろ し く お

願い し ま す。

（青山 恵子）
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向こう１か月間における農作物の主な病害虫の発生量と防除対策

農作物名 病害虫名 発生量 発 生 状 況 と 防 除 対 策

施設野菜類 病害全般 － 多発してからでは防除効果が劣るので、初期防除を徹底します。特
にコスト低減のため多層被覆にしているところでは、換気が悪く病害
の発生が助長される傾向があるので注意します。

冬春きゅうり べと病 やや少 うどんこ病は乾燥した条件下で、その他の病気は多湿条件下で発
うどんこ病 やや少 生しやすいので、適正な温度・水管理に努めます。また、罹病葉は
灰色かび病 やや多 重要な感染源となるので、適宜除去し園外に持ち出します。
褐斑病 やや少 つる枯病は、発病前からの薬剤散布による予防に重点をおくととも
つる枯病 並 に、カルシウム欠乏等によるカッピング症状がでれば、本病が葉縁か

ら侵入し、発病しやすくなるので早めに防除します。

黄化えそ病 － 感染株を確認した場合は、速やかに罹病株を抜き取り、ビニール袋
(MYSV) 等に入れて完全に枯れるまで密封処理します。

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや多 また、黄化えそ病を媒介するミナミキイロアザミウマは、発生初期
に防除するとともに、卵と蛹には薬剤がかかりにくいので、7日間隔で
3回の連続した防除を行います。

ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ類 並 本虫は低密度でも退緑黄化病を媒介します。また、効果のある薬剤
が少ないため、早期発見・早期防除に努めます。

病害虫全般 － ウイルス病を媒介するコナジラミ類やミナミキイロアザミウマに対
(改植時の留 しては、前作のきゅうりを抜根する前の防除を徹底するとともに、抜
意点) 根後は20日間以上蒸し込みます。

また、前作に褐斑病などの発生があった場合は、後作きゅうりの定
植後直ちに予防防除し感染を防ぎます。

斑点病 やや多 斑点病の発生がやや多い状況です。多湿条件で発生しやすいので、
冬春ピーマン うどんこ病 並 ハウス内の適正な温湿度管理、排水対策等を徹底します。

黒枯病 前年、前々 いずれの病害も、罹病葉等は重要な感染源となるので、適宜除去し
年より多い 園外に持ち出します。

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 並 今後暖かくなるにつれて増加する恐れがありますので、発生の多い
ところでは７日間隔で３回の連続的な薬剤散布を行い、防除を徹底し
ます。

冬春トマト 葉かび病 並 いずれの病害も多湿条件で発生しやすいので、施設内が多湿になら
灰色かび病 並 ないようハウスの換気に努め、曇雨天が続く時は日中でも暖房機の送

風を稼働させるなど除湿に努めます。
灰色かび病は薬剤耐性菌が出現しやすいので、同一系統薬剤の連用

は避けます。

ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ類 並 ウイルスを媒介するタバココナジラミ類の発生は平年並ですが、施
ﾄﾏﾄ黄化葉巻 前年、前々 設内には黄色粘着トラップ等を設置し、媒介虫の早期発見・防除を徹
病（TYLCV） 年より多い 底します。また発病株は根ごと抜き取り、適切に処理します。

冬春いちご うどんこ病 並 うどんこ病は、多発すると防除効果が低くなるので予防に重点をお
炭疽病 やや多 き、発病後は散布間隔を短くする等発生初期の防除を徹底します｡

炭疽病を確認したときには、直ちに根ごと抜き取り適切に処理しま
す。

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 並 寄生数が増加してからの防除は難しくなるので、低密度時に防除を
ﾊﾀﾞﾆ類 並 徹底します。特にハダニ類は、薬剤感受性が低下しやすいので同一系

統薬剤の連用は避けます。また、地域により薬剤感受性が低いオンシ
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 － ツコナジラミの発生が確認されています。

１）「発生量」は、過去10年間の発生量と比較して、今後の発生量がどの程度になるかを予測したものです。
２）病害虫防除・肥料検査センターのホームページアドレスは、http://www.jppn.ne.jp/miyazaki です。


